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③住民の期待水準との比較 （住民の期待よりも高い水準か、低い水準か、どんな意見や要望が寄せられているか？）

新型コロナウイルス感染症の影響で民間の講座が中止となり、地域での活動や公民館講座に申し込みが増えた半
面、利用者数の制限をする必要があったが子どもたちの成長を促す施策はあり、一定の成果を生んでいると考えられ
るが、小学生を対象としたものが多く、中学生以上を対象とする機会及び利用も少なく効果的な手段を講じにくいのも
実情である。住民の意見は少ないが、健全に育ってもらいたいという意見もある。

２．施策の成果実績に対する 年度の取組や目標達成度
年度の主な取組の成果（改革改善した取組、目標の達成度は？）

小学５・６年生を対象とした通学合宿「いきいき生活体験宿」はコロナ禍の影響により中止。シニアスクールは2学期か
らの開催。学校支援地域本部事業として、小・中学校合わせて７校が取り組み、地域と学校とが連携しやすい環境が
できつつある。家庭共育支援チーム「ぼちぼち」を定期的に開催し地域からの相談窓口として活動している。

３．施策の今後の課題と改革改善の方向 （うまくいかなかった取組や事務事業は？その原因は？）

 

⑤成果指標
設定の考え方

青少年が健全に育成されているかを測るための非行少年の数、不
良行為の件数を指標とした。また、住民意識調査の直接の諮問で
ある項目を指標とした。

施策成果向上
に向けた

住民と行政との
役割分担

①住民の役割　（自助・共助・協働でやるべきこと）

保護者・家庭は、子ども達へ社会生活の基本を身につけさせること
及び自立を促す。地域は、子どもたちの見守り、地域活動への参
加の呼びかけを行う。

１．施策の成果水準とその背景・要因
①成果指標の時系列比較 （成果は向上したか？低下したか？要因は？）

地域住民による小学校の登下校の見守りが行われるなど、安全安心のための活動が広がっている成果と思われる。
学校支援地域本部事業等の取組により学校と地域との連携が増え、地域の中で子どもたちの成長に対する意識が
高まっている。
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②他団体との比較 （近隣市町、県・国の平均と比べて成果水準は高いのか、低いのか、その背景・要因は？）

中高年を対象として鏡野中学校において「シニアスクール」を実施している。これは学ぶ姿を中学生に感じとってもら
い、学習に繋げることを目的としている。また、小学５・６年生を対象とした通学合宿「いきいき生活体験宿」は合宿を
通じて、基本的な生活習慣を身につけることと、自立心や協調性、集団生活への対応を図ることを目的としているほ
かに親への感謝の気持ちを感じることも目的としている。（令和２年度はコロナ禍により中止）　　学校支援地域本部
事業等の取り組みにより、学校と地域とが連携し、地域ぐるみで子どもたちを見守り育てる活動が行われている。
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②施策の意図（対象をどうしたいのか） ④成果指標（意図の達成度）
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かがみのっ子表彰は、地域からの推薦という事業の趣旨に沿った推薦が少なく、保護者からの推薦が多い。コロナ禍により表彰式は各小学
校で開催した結果、ほぼ対象者全員が式に参加することができた。今後の開催方法については検討が必要である。青少年健全育成につい
て、様々な事業に取り組んでいる。参加する保護者、地域の人も毎年高い水準で推移しているが、活動に参加できない子どもや保護者に対
しての参加の働きかけや、家庭共育支援チームの活動を継続していくことが必要である。中学生海外体験事業は、学校職員の協力が不可
欠ではあるが全体的に協力体制の見直しを図る必要がある。また、新様式での交流を図るため学校等との調整が不可欠となる。

ウ

②行政の役割　（町・都道府県・国がやるべきこと）

行政は、地域・各種団体との連絡会議を開催し健全育成ネットワークの
構築と、青少年の健全育成につながる講演会を開催する。また、公民館
活動などにおいて青少年が参加できるプログラムの実施を目指す。
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